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医
療
を
切
り
捨
て
な
い
で
／
・

　
　
　

全
患
連
が
厚
生
省
に
要
請

　

火
年
度
予
算
の
概
算
要
求
時
期
を

前
に
、
全
患
連
＝
令
国
忠
者
団
体
連

絡
協
議
会
は
五
月
一
．
Ｉ

自
習
八
団
体
に
よ
る
統

一 = = ･ ふ

口
午
後
、

行
動
と
し

て
、
厚
生
省
に
た
い
し
要
請
を
お
こ

な
い
ま
し
た
．
こ
の
一
吋
動
に
は
、
ト

田
代
表
幹
事
・
小
林
事
務
・
局
長
ら
十

人
｛
全
腎
協
・
日
患
同
盟
・
令
園
心

臓
病
の
．
ｙ
供
を
守
る
余
・
全
交
災
・

全
患
協
・
全
有
協
な
ど
｝
が
参
咄
し

ま
し
た
。
要
請
は
セ
ッ
ト
時
間
帯
に

し
た
が
っ
て
、
ぞ
務
岫
・
医
務
局
・

（５月21日）昭和58年度予算て厚生省に要請する全患連代表

公
衆
衛
生
局
・
Ｉ
金
局
の
所
管
課
ト

五
課
に
た
い
し
て
も
こ
な
い
、
各
課

の
１
　
長
袖
佐
ら
十
八
人
が
順
次
、
応

待
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
度
予
算
は
、
「
行

政
改
値
」
を
理
由
江
瓦
１
じ
年
度
’
１
　

算
よ
り
も
吸
く
抑
え
る
（
マ
イ
リ
ス

シ
ー
リ
ヽ
夕
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
患
連
は
の
政
府
の
こ
れ
ら
の
方
針

に
よ
る
医
療
・
福
祉
切
り
捨
て
に
反

対
②
難
沿
性
疾
患
や
長
期
慢
性
疾
患

・
職
業
病
の
原
囚
究
明
、
い
嘲
発
見
、

冶
僚
法
お
ｋ
び
予
防
体
制
の
確
立
な

ど
を
取
杢
要
求
と
し
て
、
一
面
間
～

に
わ
た
り
、
Ｉ
例
を
あ
げ
て
要
消
。

①
医
療
供
給
体
制
②
い
費
医
療
制
度

の
拡
充
の
生
活
保
障
④
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
三
ト
数
項
目
に
つ
い
て
施
簾

の
改
書
を
つ
よ
こ
要
求
し
ま
し
た
。

　

（
要
求
項
目
は
５
面
）

　
　
　

。

　

厚
生
省
側
は
の
国
な
医
療
機
関
の

統
廃
合
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
②
障
害
者
生
活
保
障
門
題
の
専
門

家
会
議
を
五
月
二
４
　
四
日
に
発
足
さ

せ
る
。
期
間
は
一
年
⑤
身
障
法
改
正

案
は
。
五
十
九
年
の
国
会
に
提
出
す
る

な
ど
の
回
答
を
し
ま
し
た
。
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お
も
な
記
事

高
齢
化
社
会
と
成
人
病
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
生
省
技
官
土
居

　

真
2

5
8
年
度
予
算
に
対
す
る
全
患
連
要
求

　
　

５

運
動
の
交
流
広
場

　
　
　
　
　
　
　

全
腎
協
・
心
瞰
病
・
全
患
協
・
全
難
連
４

今
の
焦
点
と
役
立
つ
も
の

　
　
　
　
　
　

６

更
生
医
療
等
徴
収
基
準
表
が
改
訂

　
　
　

７

わ
た
し
と
国
際
障
害
者
年
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堀

　

木

　

訴

　

訟

　
　
　
　
　
　

Ｌ

　

神
り
巾
の
堀
木
丈
．
よ
さ
ん
が
．
『
障
七
‥
４
福
祉
年
金
．
と
児
童
扶
養

手
‐
の
併
給
を
詔
め
な
い
の
は
、
憲
渋
一
"
-
ｄ
条
（
Ｉ
存
㈲
）
バ
．
四
作

条
（
法
の
ド
の
平
等
）
に
違
反
す
る
」
と
し
て
兵
庫
県
知
事
を
相
手
ｙ

ど
っ
で
昭
和
四
分
五
Ｉ
に
抑
。
し
た
故
判
。
堀
木
さ
ん
は
全
良
で
、
ｙ

ヴ
サ
ー
ジ
師
を
し
な
が
ら
、
二
人
の
子
供
を
育
て
て
い
た
が
、
四
十

.II'

五
味
二
月
に
二
男
の
児
童
扶
養
手
当
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
「
公
的
味
万

金
と
児
童
扶
養
手
当
は
併
給
で
き
な
い
」
と
却
ド
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ぺ

そ
の
取
り
消
し
を
求
め
て
裁
判
を
起
し
た
も
の
で
、
一
審
の
神
戸
地
Ｅ

裁
は
堀
木
さ
ん
の
勝
訴
と
な
っ
た
が
、
二
審
の
大
阪
高
裁
で
は
敗
訴
宍

と
な
り
、
堀
木
さ
ん
が
１
　
　
告
し
て
い
る
。
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；
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と

　　　

厚ｉ

　　　　　　　

§
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治
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裂
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令

瑞

ｚ冪7

　

y

　　

た予て量品

　

｀かリ
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ｇ
蔑
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箕

　　

賑

　　　　　　　

丿
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乱磁孝男三百果

　　　　

脳

＝贈＝ホ尚無

　

ま

す

　

でバつ係

へ

黄変学のまの

　

い患・推・人は

　　　　　　　　　　　

ｙ

にい含・でにす約れ対

　

ま検での剤い査てる

　

ーこぱ状症と

　

と早と１

せるめ二はよ゜－て象現す査

　

んをつでい検と歩と一が状が従い期｀

よこる％｀るま○いに在が自

聚

でのてする査こでが年なが非っっがが１

　

｀ととが男とた％ま胃｀Ｅ体に占み｀

　

゜のとろす｀にくあ常ててんんｇ

検に胃｀二四

　

｀位すが四Ｅので

振

｀バ現がしで゜胃一てるに｀もでが§

診なが職七十保とがん十゜苦きのそり在胃て｀

　

が度も時大早良は胃１

をりん場・五健考｀検歳

　

痛ま状のウでのも胃

　

んはがは切期いほの；

受ま検な五歳衛えそ診以

　

はす況あムはレつが

　

を検んもににとと

　

１

けす診ど％ｓ生らのが上

　

な；をとなニンとん

　

制診年ちな発思ん

麓

ｊ

る゜をの｀五基れ受おの

　

いでみ発ど重卜もを

　

圧を齢ろり見いど内呉

人い受検女十硬て診こ人

　

とする泡の像ゲ晋発

　

す受にんますまがに§

がずけ診一四調い率な々

　

思かも剤造彫ン及見

　

るけな｀するす治あ多

少れても九歳査まはわを

　

い５のを影と検しす

　

第るれ症・こ

　

・るるｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

万十て

　　

さての

　

医め精すっがに常イに枚る検受調三者

　

に極特な：
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要歳な．
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錆７８号(第三種郵便物認可)療医とやじんか日９８２年６月１
１（５

Λ
基
本
要
求
Ｖ

①
マ
イ
ナ
ス
ー
シ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る

　

医
療
、
福
祉
の
切
り
捨
て
は
し
な

　

い
こ
と
。

②
難
治
性
疾
患
、
長
期
慢
性
疾
患
、

　

職
業
病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
確

　

立
の
た
め
の
研
究
体
制
を
拡
充
す

　

る
こ
と
。

⑤
難
治
性
疾
患
、
長
期
慢
性
疾
患
、

　

職
業
病
の
早
期
発
見
、
予
防
体
制

　

を
確
立
す
る
こ
と
。

Ａ
医
療
供
給
体
制
に
つ
い
て
の
要

　

求
▽

①
難
泊
性
疾
患
、
長
期
慢
性
疾
患
、

　

職
業
病
の
専
門
医
療
機
関
を
増
設

　

す
る
こ
と
。

②
難
治
性
疾
患
、
長
期
慢
性
疾
患
、

　

職
業
病
の
専
門
医
を
養
成
、
確
保

　

す
る
こ
と
。

⑤
国
公
立
医
療
機
関
の
看
護
婦
、
栄

　

養
士
．
Ｍ
Ｓ
Ｗ
等
の
医
療
従
事
者

　

を
増
員
、
確
保
す
る
こ
と
。

④
保
健
所
の
機
能
を
拡
充
し
、
在
宅

　

の
難
治
性
疾
患
、
長
期
慢
性
疾
患

　

思
者
に
対
し
て
'
　
Ｍ
師
、
保
健
婦
、

　

Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
リ
ハ
ビ
リ
関
保
職
員
に

　

よ
る
訪
問
指
導
・
治
療
体
制
を
確

　

立
す
る
こ
と
。

⑤
呼
吸
療
法
士
、
言
語
療
法
士
制
度

　

を
設
け
、
養
成
す
る
こ
と
。
リ
ハ

　

ビ
リ
職
員
も
大
量
に
養
成
す
る
こ

　

と
。

⑥
労
災
指
定
医
療
機
関
に
職
業
病
科

　

を
設
け
、
患
者
の
意
見
を
入
れ
て

　

改
善
し
、
す
べ
て
の
職
業
病
に
対

　

す
る
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ジ
ョ

　

ン
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑦
新
鮮
血
液
の
供
給
体
制
を
確
立
す

　

る
こ
と
。

Λ
医
療
費
に
つ
い
て
の
要
求
▽

①
各
種
公
費
医
療
制
度
を
拡
充
し
患

　

者
負
担
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と
。

②
健
康
保
険
の
家
族
給
付
率
を
十
割

　

に
す
る
こ
と
。

⑤
国
民
健
康
保
険
の
給
付
率
を
十
割

　

に
す
る
こ
と
。

④
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
は

　

引
き
上
げ
ず
、
国
民
健
康
保
険
の

　

高
額
療
養
費
の
低
所
得
者
対
策
は

　

健
康
保
険
な
み
に
す
る
こ
と
。

⑤
医
療
保
険
の
保
険
料
は
引
き
上
げ

　

な
い
こ
と
。

⑥
国
民
健
康
傑
険
の
国
庫
負
担
率
を

　

引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑦
国
民
健
康
保
険
で
も
傷
病
手
当
金

　

を
給
付
す
る
こ
と
。

⑧
室
料
差
額
徴
収
を
撤
廃
し
付
添
看

　

護
の
患
者
負
担
を
な
く
す
こ
と
。

⑨
移
送
費
の
給
付
条
件
を
曖
和
さ
せ

　

る
こ
と
。

⑩
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
の
医
療
費

　

を
、
他
の
国
立
医
療
機
関
な
み
に

　

増
額
す
る
こ
と
。

Λ
労
災
補
價
に
つ
い
て
の
要
求
▽

①
移
送
費
、
付
添
看
護
料
、
温
泉
療

　

法
、
マ
″
サ
ー
ジ
、
漢
方
療
法
、

　

リ
ハ
ビ
リ
治
療
な
ど
の
費
用
は
全

　

額
労
災
保
険
で
給
付
す
る
こ
と
。

②
は
り
、
き
ゅ
う
治
療
は
期
間
制
限
、

　

治
療
費
用
の
制
限
を
や
め
、
一
般

　

治
療
と
の
併
用
を
認
め
る
こ
と
。

③
職
業
病
治
療
は
、
現
在
の
局
所
的

　

部
分
的
治
療
の
制
限
を
や
め
、
全

　

身
性
疾
患
と
し
て
合
併
症
も
含
め

　

た
治
寮
に
改
め
、
働
け
る
よ
う
に

　

な
る
ま
で
十
分
な
補
價
を
す
る
こ

　

と
。

④
重
金
属
な
ど
の
検
査
料
は
、
全
額

　

患
者
負
担
の
現
状
を
改
め
、
そ
の

　

実
費
を
補
償
す
る
こ
と
。

⑤
労
働
基
準
法
第
十
九
条
の
解
雇
制

　

限
は
、
病
気
が
完
治
す
る
ま
で
適

　

用
す
る
こ
と
。

⑥
破
産
、
倒
産
企
業
、
中
小
企
業
な

　

ど
帰
る
職
場
の
な
い
被
災
労
働
者

　

の
職
場
復
帰
促
進
の
た
め
に
、
現

　

行
職
場
復
帰
訓
練
通
達
に
企
業
管

　

理
手
当
や
職
場
適
用
訓
練
手
当
制

　

度
を
と
り
入
れ
て
法
制
化
す
る
こ

　

と
。

⑦
症
状
調
査
の
強
要
を
や
め
、
実
状

　

を
無
視
し
た
年
金
移
行
、
給
付
差

　

し
止
め
、
打
ち
切
り
は
行
わ
な
い

　

こ
と
。

⑧
実
態
を
無
視
し
た
「
労
災
認
定
基

　

準
」
を
改
め
る
こ
と
。

⑦
職
業
病
か
く
し
や
職
業
病
の
私
病

　

す
り
か
え
を
や
め
、
す
み
や
か
に

　

労
災
認
定
を
す
る
こ
と
。

⑩
職
業
病
患
者
の
生
活
補
償
は
、
給

　

付
基
礎
日
額
を
当
面
八
千
円
以
上

　

と
し
休
業
補
償
給
付
は
Ｉ
〇
〇
％

　

に
引
き
上
げ
、
ス
ラ
イ
ド
は
負
金

　

の
変
動
幅
の
Ｉ
％
に
す
る
こ
と
。

○
労
働
基
準
監
督
官
を
増
員
す
る
こ

　

と
。

⑩
労
災
発
生
防
止
の
た
め
の
日
常
の

　

監
督
を
強
め
、
企
業
に
対
す
る
予

　

防
対
策
の
義
務
づ
け
と
罰
則
を
強

　

め
る
こ
と
。

Ａ
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
要
求
Ｖ

①
生
活
保
護
基
準
を
大
幅
に
引
き
上

　

け
、
不
当
な
引
き
締
め
と
申
請
に

　

対
す
る
干
渉
を
や
め
る
こ
と
。

②
生
活
保
護
受
給
者
に
も
年
金
を
併

　

給
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑤
福
祉
手
当
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ

　

る
と
と
も
に
、
所
得
制
限
を
大
幅

　

に
緩
和
し
、
対
象
者
を
拡
大
す
る

　

こ
と
。

④
各
種
年
金
制
度
を
全
面
的
に
改
正

　

し
、
障
害
年
金
の
最
低
基
準
を
引

　

き
上
げ
、
て
二
級
該
当
者
は
年

　

金
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

　

と
。

⑤
障
害
福
祉
年
金
を
大
幅
に
引
き
上

　

げ
、
所
辱
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
。

⑥
厚
生
年
金
、
障
害
年
金
の
事
後
重

　

症
五
年
の
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と

⑦
身
体
障
害
者
の
事
業
開
始
に
必
要

　

な
世
帯
更
生
資
金
の
貸
付
限
度
額

　

の
引
き
上
げ
と
、
申
謂
、
承
認
を

　

簡
素
化
す
る
こ
と
。

⑧
す
べ
て
の
交
通
、
運
輪
機
関
の
運

　

賃
・
料
金
の
身
体
障
害
者
割
引
き

　

を
内
部
障
害
者
に
も
適
用
す
る
と

　

と
も
に
、
利
用
区
間
距
離
に
関
係

　

な
く
認
め
る
こ
と
。

⑨
有
料
遡
路
通
行
料
金
の
割
引
き
を

　

内
部
障
害
者
に
も
認
め
る
こ
と
。

⑩
所
得
税
、
地
方
税
の
障
害
者
控
除

　

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑥
障
害
者
が
利
用
す
る
自
動
車
の
ガ

　

ソ
リ
ン
代
を
補
助
す
る
と
と
も
に

　

す
べ
て
の
自
動
車
関
連
税
を
免
除

　

す
る
こ
と
。

Λ
就
労
保
障
に
つ
い
て
の
要
求
Ｖ

①
現
行
の
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法

　

を
改
正
し
、
す
べ
て
の
障
害
者
に

　

就
労
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
。

②
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
対
象

　

範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
雇

　

用
率
、
納
付
金
、
各
種
助
成
金
の

　

引
き
上
げ
な
ど
の
改
善
を
行
う
こ

　

と
。

⑤
す
べ
て
の
企
業
で
法
定
雇
用
率
を

　

達
成
さ
せ
る
こ
と
。

④
保
護
雇
用
、
在
宅
雇
用
制
度
を
設

　

け
る
こ
と
。

⑤
内
部
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
さ
せ

　

る
と
と
も
に
、
内
部
障
害
者
の
就

　

労
条
件
を
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た

　

内
部
障
害
者
の
職
種
の
研
究
、
開

　

発
を
す
す
め
る
こ
と
。

⑥
す
べ
て
の
職
業
安
定
所
で
の
障
害

　

者
の
職
業
紹
介
、
相
談
体
制
を
充

　

実
し
、
専
門
職
員
を
配
置
す
る
こ

　

と
。

Λ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
要

求
Ｖ

①
障
害
者
用
の
公
営
住
宅
を
大
量
に

　

建
設
し
、
自
治
体
に
お
い
て
も
障

　

害
者
用
の
民
間
ア
パ
ー
ト
の
確

　

保
、
敷
金
、
権
利
金
の
保
障
を
す

　

る
こ
と
。

②
内
部
障
害
者
の
医
療
、
福
祉
、
り

　

ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
施
設
を
設
置
す

　

る
こ
と
。

⑤
障
害
者
団
体
の
相
談
活
動
に
対
し

　

て
助
成
金
制
度
を
設
け
、
現
に
助

　

成
し
て
い
る
団
体
に
対
し
て
は
増

　

額
す
る
こ
と
。

④
障
害
者
団
体
発
行
の
機
関
紙
誌
の

　

郵
便
料
金
は
引
き
上
げ
な
い
こ

　

と
。
ま
た
、
低
料
三
種
郵
便
の
認

　

可
条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
。

⑤
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
慧
町
の
あ
る
岡

　

山
県
・
長
島
の
架
橋
を
早
期
に
実

　

現
す
る
こ
と
。



Ｉ
Ｍ
福
祉
切
り
捨
て
阻
止
へ

1 9S2年６月１日かんじゃと医療第ワ８号（第三種郵便物認可）

糾謙動９

新
た
な
前
進
め
ざ
し
千
人
が
結
集

~ﾌﾉjSにフ？1…
……ji?

gy

j＼、

、

　　　　　

‥

　　

、■m

　

i

　

..

全国から1､000人の代表が集まって腎対策の確立な

どを討議した全腎協第12回総会(5月16日一大阪で)

　

全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
廠
会

（
令
腎
協
・
上
田
昭
会
良
）
は
五
月

士
八
日
、
大
阪
市
東
区
の
市
政
労
働

会
館
「
森
の
宮
ヒ
ロ
ー
テ
″
－
ホ
ー

ル
」
で
第
４
　
二
回
総
会
を
開
き
ま
し

た
。
総
会
に
は
、
全
国
四
十
三
都
道

府
県
の
役
員
、
会
員
、
家
族
、
医
療

関
係
者
な
ど
約
千
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
全
腎
協
の
こ
れ
ま
で
の
総
会
参

加
者
は
第
ト
凹
総
会
の
八
百
人
が
最

高
で
し
た
か
ら
、
今
回
の
総
会
は
過

去
駁
大
の
規
模
と
な
り
、
定
貝
千
三

ト
人
の
同
ホ
ー
ル
は
は
ば
満
員
と
な

り
ま
し
べ

　

総
会
で
は
、
こ
の
。
一
年
間
に
亡
く

な
っ
た
役
員
、
会
員
の
め
い
福
を
祈

り
黙
と
う
を
し
た
叫
Ｌ
田
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
Ｌ
田
会
長
は

　

。
全
腎
協
は
組
織
的
に
も
大
き
く
な

っ
た
が
、
臨
調
答
申
の
福
祉
切
り
捨

て
傾
向
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
私
た
ち

患
者
を
め
ぐ
る
情
勢
は
厳
し
く
な
っ

て
い
る
ご
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、

全
腎
協
の
真
の
力
が
試
さ
れ
る
と
き

で
あ
る
ご
最
近
、
ｙ
ｙ
り
力
の
腎
職

病
忠
者
糾
織
と
交
流
す
る
機
会
が
あ

っ
た
が
、
欧
米
の
患
者
団
体
な
ど
は

自
ら
を
政
府
へ
の
り
レ
。
ジ
ャ
ー

団
体
”
と
、
誇
り
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
る
。
生
存
権
を
侵
害
す
る
よ
う

な
昨
今
の
動
き
に
反
対
し
て
運
動
を

す
す
め
よ
う
。
莞
仝
参
加
と
平
等
”

は
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
実
現
す
る
も

の
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
。
国
会
議
員
、
関
係
学
会
、

患
者
団
体
な
ど
の
代
表
か
ら
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
、
令
患
連
を
を
む

約
八
十
通
の
祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
、
昭
和
五
十

六
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
、
質
疑
の
後
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
三
会
場
に
わ
か
れ
。

　

「
医
療
」
一
生
活
・
社
会
復
帰
≒
会

活
動
」
の
分
科
会
で
討
論
が
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。
］
医
療
」
の
分
科
食

で
は
、
行
革
”
に
よ
る
老
人
医
療

の
有
料
化
、
透
析
施
設
、
ス
タ
ッ
フ

の
不
足
、
医
療
器
只
の
。
再
生
使
用
な

心臓病の子

･㎜㎜㎜■

　

－

ど
患
者
へ
の
し
わ
よ
せ
が
す
す
ん
で

い
る
こ
と
、
腎
移
殖
．
腎
疾
忠
総
合

対
策
で
各
地
の
運
動
が
す
す
ん
で
い

る
こ
と
、
欠
陥
人
工
腎
臓
で
各
地
に

大
畷
の
被
害
者
が
で
て
い
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
、
「
生
活
・
社
会
復

帰
」
の
分
科
会
で
は
、
特
に
内
部
障

Ｉ
者
が
国
鉄
運
負
割
引
き
の
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の

甲
期
実
現
を
求
め
る
意
叫
厚
生
年

金
の
障
害
年
金
の
事
後
重
症
制
度
が

初
診
日
か
ら
五
年
に
制
限
さ
れ
て
い

る
こ
と
へ
の
不
満
な
ど
が
出
さ
れ
、

ま
た
、
患
者
の
社
会
復
帰
に
つ
い
て

の
各
地
の
運
動
と
そ
の
成
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
「
会
活
動
」
の
分
科

会
で
は
、
未
組
織
思
者
の
組
織
化
、

活
動
家
の
育
成
、
青
年
部
、
婦
人
部

の
組
織
化
、
財
政
活
動
な
ど
の
経
験

と
成
果
が
各
地
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し

た
『
。

　

こ
の
後
、
再
び
全
体
会
議
を
開
き

活
動
方
針
、
戸
算
を
採
択
し
、
新
年

度
役
員
を
選
ん
だ
後
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

特
別
決
議
、
総
会
宣
言
を
採
択
し
て

総
会
を
終
り
ま
し
た
。

¨
に
９
７
の
要
求
結
集
へ

″

　
　

第
2
0
回
記
念
総
会
の
準
備
も
討
議

　

企
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
の

昭
和
瓦
ト
七
Ｉ
度
両
］
同
令
国
連
営

委
貝
会
が
、
五
月
八
日
、
九
日
の
両

口
、
東
京
・
本
郷
の
一
つ
た
や
旅
館
」

で
闘
か
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
の
同
会
の
全
国
総
会
以
後

半
年
間
の
運
動
の
ま
と
め
と
、
今
後

の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全

国
各
地
か
ら
二
十
八
支
部
七
十
人
が

参
加
し
て
、
熱
の
入
っ
た
討
論
が
く

り
に
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
、
の
昭
和
五
ト
七
年
度
卜

半
期
活
動
報
六
・
国
際
障
Ｉ
者
年
の

ま
と
め
②
昭
和
五
十
七
年
度
上
半
期

本
部
財
政
報
告
③
若
い
心
臓
病
考
の
ば
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

仕
事
の
現
状
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
だ
。

の
ま
と
め
④
昭
和
五
十
八
年
度
国
へ

　

ま
た
、
今
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る

の
要
求
項
目
の
検
討
お
よ
び
地
方
自
同
会
の
第
二
十
回
・
記
念
全
国
総
会
に

治
体
へ
の
要
求
活
動
、
身
体
障
ｔ
‥
者
つ
い
て
の
討
論
で
は
、
屯
に
当
日

福
祉
法
改
正
に
向
‐
て
の
要
求
、
の
行
わ
れ
る
構
成
劇
の
シ
ナ
リ
オ
に
つ

六
項
目
で
、
と
く
に
身
体
障
Ｉ
者
福
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

祉
審
議
会
の
答
申
を
め
ぐ
っ
て
の
討
だ
。

論
で
は
、
国
際
障
冑
各
年
を
反
映

　

そ
の
ほ
か
、
特
別
海
演
と
し
て
東

し
て
評
価
で
き
る
点
も
あ
る
が
、
全
部
医
大
・
筒
井
末
春
先
生
の
「
心
臓

体
と
し
て
責
任
を
瞭
害
者
に
転
嫁
す
病
患
者
と
心
身
症
」
に
つ
い
て
の
お

る
よ
う
な
方
向
が
み
ら
れ
、
注
意
す
話
が
あ
り
、
病
児
を
か
か
え
た
親
や

べ
き
。
五
十
九
Ｉ
の
法
改
正
に
向
け
本
人
の
心
の
問
題
に
つ
い
て
熱
心
な

今
こ
そ
私
た
ち
の
声
を
雫
め
な
け
れ
話
し
あ
い
が
続
き
ま
し
た



（第三種郵便物記可）第ワ８号かんじゃと医療(5) 1 982年６月１日

全患協
支部長会議

5
7
年
度
方
針
を
決
定

行
革
と
核
廃
絶
の
訴
え
も

　

。
患
者
や
障
害
者
の
生
命
と
暮
ら

　

北
は
青
森
、
南
は
沖
縄
県
に
至
る

し
を
し
め
っ
け
る
臨
調
路
線
を
は
ね
全
国
十
三
支
部
の
代
表
が
参
加
。
会

返
し
、
平
和
な
福
祉
社
会
を
”
と
全
議
は
、
医
療
充
実
の
要
求
を
最
重
点

患
協
＝
全
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
協
に
五
卜
七
年
度
の
運
動
方
針
と
監
な

議
会
は
、
定
期
支
部
長
会
議
を
五
月
行
動
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

七
日
か
ら
四
日
間
、
奄
美
和
光
園
＝

　

全
患
協
は
結
成
以
来
三
卜
一
年
。

鹿
児
島
県
名
瀬
市
で
開
き
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
氏
絢
患
者
へ
の
偏
見
と
差

開会のあいさつをする奄美支部の大山支部長

別
の
打
破
を
柱
に
、
医
療
と
生
活
の

改
善
を
要
求
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

い
ま
、
会
員
八
千
二
百
人
の
平
均
年

齢
は
六
十
歳
を
越
え
、
身
体
障
害
度

が
進
み
、
一
万
数
千
の
｛
に
併
症
を
抱

え
医
療
面
で
の
不
安
は
深
刻
で
す
。

　

「
行
政
改
革
」
の
名
に
よ
っ
て
国

立
医
療
磯
関
の
圧
縮
か
強
行
さ
れ
る

な
ら
ば
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
養
所
の

医
療
は
更
に
深
刻
化
す
る
こ
と
は
必

。
至
で
す
。
会
議
で
は
「
臨
調
・
行
財

身障福祉法改正に向けて

運動の強化へ
全難連第８回総会

政
改
革
」
に
対
す
る
特
別
決
議
に
つ

づ
い
て
、
核
廃
絶
を
訴
え
る
特
別
決

議
を
満
場
一
致
で
採
択
。
友
好
団
体

の
仲
間
だ
ち
と
手
を
た
ず
さ
え
て
、

運
動
強
化
へ
の
決
意
を
新
た
に
三
日

間
の
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

臨
調
路
線
に
不
安
と
怒
り

　

全
患
協
が
予
算
要
求
行
動

　

ジ
イ
ナ
ス
ー
シ
ー
リ
ン
ブ
は
許

せ
ま
せ
ん
”
と
全
患
協
は
、
昭
和
5
8

年
度
予
算
要
求
統
一
行
動
を
お
こ
な

い
、
五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
厚
生
省
や
行
政
管
理
庁
、
臨
調

事
務
局
に
要
請
を
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
各
支
部
は
中
央
行
動
に
合

わ
せ
て
、
関
係
省
庁
・
地
元
国
会
廠

貝
に
要
駒
文
を
送
り
、
電
報
を
打
つ

　

全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
（
全

難
連
）
は
五
月
二
日
、
東
衣
・
港
区

の
都
障
害
者
福
祉
会
館
で
第
八
回
総

な
ど
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

企
支
部
代
表
と
本
部
員
で
構
成
す

る
中
央
交
渉
団
（
総
指
揮
・
小
泉
孝

之
会
長
、
二
土
ハ
人
）
は
、
う
だ
る

署
さ
の
中
、
連
日
、
関
保
省
庁
と
交

渉
を
つ
づ
け
ま
し
た
。
八
十
三
人
の

衆
・
参
議
員
に
も
戈
援
・
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。

　

中
央
交
渉
団
は
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病

会
を
開
き
ま
し
た
。
総
会
に
は
同
会

加
盟
十
一
団
体
の
う
ち
卜
団
体
か
ら

五
卜
六
人
の
代
表
が
参
加
し
、
一
年

間
の
薦
動
報
告
、
侠
算
報
告
、
新
年

度
の
活
動
方
針
案
、
予
算
案
な
ど
を

討
議
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

　

総
会
で
は
、
昨
年
の
国
際
障
害
者

年
の
中
で
「
難
病
患
肴
も
身
体
障
害

者
福
祉
法
の
対
象
に
し
て
ほ
し
り

と
い
う
多
く
の
難
病
思
者
の
要
求
を

と
り
あ
げ
、
全
難
連
と
し
て
は
初
の

国
会
請
願
や
厚
生
省
、
吐
会
保
障
制

度
審
議
会
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
先
に
発
表
さ

れ
た
身
体
障
害
者
福
祉
審
議
会
の
答

行
政
に
臨
調
路
線
を
持
ち
こ
む
こ
と

の
不
当
性
を
指
摘
し
、
入
所
者
の
高

齢
化
で
、
死
亡
者
の
雪
崩
れ
現
象
が

起
き
て
い
る
実
態
を
訴
え
、
医
療
体

制
確
立
を
強
く
要
求
し
ま
し
た
。

　

中
央
交
渉
団
の
要
求
に
た
い
し
、

の
マ
イ
ナ
ス
ー
シ
ー
リ
ン
ブ
は
必
至

で
あ
る
が
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
行
政
の

現
状
は
優
退
さ
せ
な
い
決
意
（
厚
生

省
医
務
局
）
②
今
ま
で
配
慮
し
て
き

た
が
今
後
も
重
視
す
る
（
行
政
管
理

庁
）
⑤
ご
要
望
は
責
任
を
も
っ
て
上

司
に
伝
え
る
（
臨
調
事
務
局
）
な
ど

の
回
答
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
全
患
協
は
、
渚
回
答
を
口
体
化

さ
せ
る
運
動
を
さ
ら
に
続
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

申
で
は
こ
の
要
求
が
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

引
き
つ
づ
き
身
障
福
祉
法
の
改
正
に

向
け
て
運
動
を
つ
づ
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
会
の
財
政
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
会
員

制
度
を
作
っ
て
財
政
基
盤
を
強
め
る

こ
と
も
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
児
島
美
都
子
日
本
福

祉
大
教
授
の
記
念
講
演
も
あ
り
、
参

加
者
は
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

全
患
連
で
は
、
こ
の
総
会
に
祝
電

を
送
り
、
連
帯
し
た
運
動
を
す
す
め

て
い
く
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
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や
っ
ぱ
り
医
療
・
福
祉
を
抑
制

　

第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
は
、

七
月
下
旬
の
基
本
答
申
に
向
け
て

各
部
会
で
検
討
を
続
け
て
い
ま
し

た
が
、
五
月
三
十
一
日
の
第
二
部

会
報
告
に
よ
り
四
部
会
す
べ
て
の

報
告
か
で
ぞ
ろ
い
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
部
会
報
告
は
、
五

月
十
七
日
の
第
四
部
会
報
告
「
三

公
社
、
特
殊
法
人
等
の
在
り
方
」
、

五
月
一
一
十
四
日
の
第
三
部
会
報
告

「
国
と
地
方
の
機
能
分
担
等
の
在

　

厚
生
省
は
、
昭
和
五
十
七
年
度

の
特
定
疾
患
対
策
と
し
て
、
調
査

研
究
班
の
一
部
再
編
成
と
治
療
研

究
事
業
（
医
療
費
公
費
負
担
）
の

対
象
を
一
疾
患
増
や
す
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
新
た
に
発
足
し

た
研
究
班
は
、
神
経
皮
膚
症
候
群

調
査
研
究
班
と
混
合
性
結
合
組
織

病
調
査
研
究
班
で
、
神
経
皮
膚
症

候
群
調
査
肝
究
班
は
レ
ッ
ク
リ
し

第
二
臨
調
・
四
部
会
報
告
で
そ
ろ
う

り
方
」
、
五
月
二
十
九
口
の
第
一

部
会
報
告
「
行
政
改
革
の
理
念
及

び
重
要
行
政
施
策
の
な
り
方
」
、

五
月
三
十
一
日
の
第
二
部
会
報
告

　

［
総
ａ
調
整
俄
能
及
び
行
政
組
織

の
在
り
方
］
「
公
務
員
給
７
の
在

り
方
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
部
会
報
告
の
う
ち
一

部
会
報
告
で
は
、
被
用
者
年
金
の

段
階
的
続
き
、
支
給
開
始
年
齢
の

引
き
上
げ
、
保
険
料
の
引
き
1
7
　
け
、

グ
ハ
ウ
ゼ
ン
病
、
結
節
性
硬
化
症
、

ス
タ
ー
ジ
ー
ウ
ェ
ー
バ
病
、
色
素

性
乾
皮
症
な
ど
に
つ
い
て
研
究
、

混
合
性
結
合
組
織
病
調
査
研
究
班

は
膠
原
病
に
閔
す
る
新
た
な
研
究

の
展
開
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

冶
療
研
究
事
業
の
対
象
に
新
た

に
加
え
ら
れ
た
の
は
ウ
ィ
リ
ス
動

脈
輪
閉
塞
症
で
、
俗
に
モ
ヤ
モ
ヤ

病
と
い
わ
れ
、
日
本
人
に
多
発
す

る
原
因
不
明
の
脳
血
管
疾
患
で

医
療
費
抑
制
化
の
た
め
軽
賢
医
療

は
受
益
者
負
担
、
国
な
。
医
療
機
関

の
整
理
統
今
な
ど
を
示
し
、
第
三

部
会
報
告
で
も
、
い
わ
ゆ
る
上
乗

せ
福
祉
は
地
域
行
政
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。

す
。
思
者
数
は
推
定
約
二
千
人
。

　

昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
は
じ
ま

っ
た
こ
の
特
定
疾
患
対
策
の
う
ち

冶
療
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
は
こ

れ
で
二
４
　
四
疾
患
と
な
り
、
十
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
研
究

班
は
四
～
三
班
で
す
。

5
7
年
度
特
定
疾
患
対
策
が
決
る

治
療
研
究
に
は
ウ
ィ
リ
ス
動
脈
輪
閉
塞
症

成
人
病
の
危
険
多
い
4
0
歳
代
男
性

厚
生
省
が
1
0
年
ぶ
り
に
循
環
器
疾
患
基
礎
調
査

　

厚
生
省
は
五
月
二
日
、
「
循
環

器
疾
思
雇
礎
調
査
」
の
結
吸
を
発

表
し
ま
し
た
ご
こ
の
調
査
は
、
わ

が
国
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の

成
人
病
の
実
態
と
今
後
の
予
防
対

策
を
確
立
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
三
十
歳
以
Ｌ
の
男
女

　

福
祉
切
り
捨
て
が
強
ま
る
中

で
、
八
〇
年
代
の
福
祉
の
あ
り
方

に
大
き
な
彫
響
を
も
つ
と
み
ら
れ

る
「
堀
木
訴
訟
」
の
上
告
審
の
口

頭
弁
論
が
四
月
一
Ｔ
八
口
に
最
高

裁
大
法
廷
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
裁
判
は
令
盲
の
闇
木
文
ｆ

一
万
三
千
七
百
七
十
一
人
が
対
銀

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
結
梁
に
よ
る
と
、
高
血
圧

の
人
は
全
隊
の
二
〇
％
で
、
十
年

前
の
同
様
調
霞
時
よ
り
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
四
十
歳
代
の

男
性
だ
け
が
わ
ず
か
に
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
回
調
査
で
初
め

て
実
庸
さ
れ
た
血
蔽
検
疫
で
、
や

は
り
四
１
　
歳
代
の
男
性
に
コ
レ
ス

テ
マ
ー
ル
値
の
高
い
人
が
多
く
、

さ
ん
が
、
障
害
福
祉
年
金
と
児
童

扶
養
套
当
の
併
給
を
却
ト
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
兵
庫
県
知
事
を
相
手

ど
っ
て
起
こ
し
た
裁
判
で
、
一
審

勝
訴
、
二
審
敗
訴
の
あ
と
堀
木
さ

ん
が
1
7
　
告
し
て
い
た
も
の
で
、
憲

法
二
七
五
条
の
生
存
権
を
め
ぐ
っ

て
国
と
真
向
か
ら
争
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
日
の
法
廷
に
は
、
は
じ
め

て
盲
導
犬
、
車
椅
Ｆ
に
よ
る
障
害

肥
満
度
の
調
査
で
も
四
４
　
歳
代
の

男
性
に
太
り
過
ぎ
が
多
い
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
働
き
盛
り
の
四
十

歳
代
の
男
性
に
肥
満
で
、
高
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
高
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
、
脳
卒
中
、
心
臓

病
な
ど
成
人
病
に
か
か
り
や
す
い

危
険
の
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
て
、
そ
の
９
期
予
防
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

者
の
傍
聴
も
認
め
ら
れ
、
朝
日
訴

訟
以
来
の
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
憲

法
裁
判
に
障
害
者
な
ど
多
く
の
傍

聴
者
は
無
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

口
頭
弁
論
で
は
、
原
告
側
か
二

百
ペ
ー
ジ
に
も
の
ぼ
る
口
頭
弁
論

書
で
四
時
間
に
わ
た
っ
て
二
審
判

決
の
不
当
性
を
批
判
、
供
給
槃
止

を
鳶
憲
と
し
た
二
審
判
決
の
破
棄

を
求
め
ま
し
た
。

、
年
金
併
給
禁
止
は
憲
法
違
反
・

「
堀
木
訴
訟
」
上
告
審
・
口
頭
弁
論
で
主
張
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更
生
医
療
等
の

　
　
　

徴
収
基
準
額
表
を
改
訂

　

厚
生
省
は
、
三
月
十
七
日
付
で
厚

生
省
社
会
局
長
名
に
よ
り
「
更
生
医

療
の
給
付
又
は
補
装
具
の
交
付
若
し

く
は
修
理
を
受
け
る
者
の
負
担
す
べ

き
額
の
認
定
方
法
実
施
要
領
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」
各
都
濃
府
知
事
、

指
定
都
市
市
長
宛
に
通
知
し
、
更
生

医
療
等
の
徴
収
基
準
額
表
を
改
め
る

こ
と
と
し
、
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
徴
収
基
準
額
表
の
改

定
は
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
以
来

二
年
ぶ
り
で
す
。

(57年4川川より適用)
更生医療等徴収基準額表

　

（
注
）

①
表
中
「
加
算
基
準
（
月
）
額
」
と

　

は
、
同
一
月
内
に
同
一
世
帯
の
二

　

人
以
上
の
身
体
障
害
者
に
更
生
医

　

療
の
給
付
、
補
装
具
の
交
付
等
を

　

行
う
場
合
の
二
人
目
以
降
の
者
に

　

つ
い
て
徴
収
す
る
額
。

②
「
徴
収
基
準
（
月
）
額
」
は
、
更

　

生
医
療
の
入
院
の
場
合
に
適
用

　

し
、
通
院
ま
た
は
補
装
具
の
交
付

　

・
修
理
の
場
合
は
そ
の
半
額
（
当

　

該
世
帯
の
所
得
税
額
が
百
五
十
万

　

一
円
以
上
の
場
合
は
全
額
）
。

⑤
当
該
世
帯
の
所
得
税
額
が
百
五
十

　

万
円
以
下
で
、
当
該
身
体
障
害
者

　

が
世
帯
主
ま
た
は
最
多
収
入
者
の

　

場
合
は
半
額
。

ｃ
}
£
得
税
額
は
、
当
該
身
体
障
害
者

　

ま
た
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
属
す

　

る
世
帯
の
前
年
の
額
。

世帯階層区分 Uj 馳Ｕ
Ａ 生活保護法による被保護世帯 O円 o円

Ｂ 市町村民税非課税世帯 ０ ０

c,

C2

所得税非課税
世　　　帯

市町村民税所得割非課税世帯
　　　(均等割のみ課税) 3,700 370

市町村民税所得割課税世帯 4,400 440

Di

　2

　3

　4

　5

　6

　？

　8

　9

10

11

12

13

14

15

所得税課税

世　　　帯

前年分所得税　4,800円以下

　〃　4,801円～9,600円

　々　9.601～16,800

　々　16,801～24,000

　々　24,001～32,400

　〃　32,401～42.000

　々　42,001　～92,400

　々　92.401～120,000

　々　120,001　～156,000

　々　156,001　～198,000

　〃　198,001　～287.500

　〃　287.501　～397,000

　々　397,001～929,400

　〃　929,401～1,500,000

　"1,500,001円以上

5.400

6.000

6､700

7,500

8,600

9,900

12,800

15.000

18､500

22,300

29,400

36,600

43,800

70,000

全額

　　　540

　　　600

　　　670

　　　750

　　　860

　　　990

　1,280

　1,500

　1.850

　2,230

　2,940

　3,660

　4.380

　7,000

左の徴収
額の10％
ただし、
その額が
10,540円
に満たな
い場合は
10.540円

1･･1･･1･中･1･･|･･|･･1･･|･φ･1･中･1･･|･･|･･1･･|･･1･･|･･自･･1･･|･･1･l･･自･II･･I･･1･
I･･1･･1･･I･･1･

|･･|･･1･･|･･自･･l･･|･･|･･|･･1･･1･･1･･|･･|･･|･･|･･|･･|･･|･･1･･11･|･･1･･|･･自･･1･･|･･|･･1･･1･･|･･|･･1･･1･･I･･|･･|･･1･･|･･|･･1･･|･･|･ll･･l･･自･･|･'I･1･･|･･1･･|･･

　

【
２
月
】

▼
１
日
ク
ロ
ロ
キ
ン
薬
害
訴

訟
の
一
審
判
決
で
、
東
京
地
裁

は
国
、
製
菓
会
社
の
過
失
を
認

め
、
二
十
八
億
円
の
賠
價
を
命

じ
た
が
、
原
｀
昴
は
賠
償
認
容

額
が
低
い
と
し
て
控
訴
。

▼
２
日
社
会
保
障
制
度
審
が

年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
答
申

し
た
が
、
例
年
よ
り
一
ヵ
月
遅

れ
の
実
施
は
遺
憾
と
表
明
。

▼
８
日
社
会
保
険
審
議
会
・

厚
生
年
金
部
会
は
、
次
期
財
政

再
計
算
期
の
制
度
改
正
に
向
け

検
討
課
題
を
決
め
、
実
質
審
議

に
入
る
こ
と
を
決
め
る
。

▼
８
日
財
界
の
調
査
機
関
で

あ
る
日
本
経
済
調
査
協
議
会
は

▼
尽
日
厚
生
省
は
「
昭
和
五

十
五
年
度
社
会
医
療
治
療
行
為

別
調
査
」
を
発
表
。
政
管
健
保

で
薬
剤
費
、
検
査
料
が
伸
び
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

【
５
月
】

▼
1
0
日
昭
和
五
十
七
年
度
政

府
予
算
案
が
政
府
原
案
ど
お
り

衆
院
を
通
過
。

▼
1
5
日
欠
陥
人
工
腎
臓
で
眼

障
害
服
作
用
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

▼
1
4
日
富
士
見
産
婦
人
科
事

件
で
埼
玉
県
警
は
元
同
院
医
師

二
人
を
傷
害
容
疑
で
書
類
送
検

▼
1
7
日
医
療
問
題
専
門
家
会

議
（
議
長
・
武
Ｑ
太
郎
日
医
会

|･･|･･1･･|･小･1･･I･･l･･|･･|･･|･･1･･|･･|･･1･小･1･･l･･|･･1･･|･･自･･1･･|･･1･･l･･1･･l･･l･･l･･|･･|･･|･I･･l･･|･･|･･1
|･･I･･|･･1･･1･ ･|･･|･･自･･l･･自･小

長
）
は
、
医
戻
ヽ
漂
制
度
…

の
見
直
し
な
ど
を
求
め
る
高
齢
…

化
社
会
の
国
民
医
療
の
あ
り
方
…

を
森
下
厚
相
に
提
言
。

▼
1
7
日
中
医
協
・
全
員
懇
談

会
は
蓉
が
く
口
が
い
裂
の
歯
科

矯
正
の
点
数
を
了
承
し
た
。

▼
2
5
日
国
際
障
害
者
年
推
進

本
部
（
本
部
長
・
鈴
木
首
相
）

は
「
障
害
者
対
策
長
期
計
画
」

を
決
定
す
る
。

▼
2
9
日
身
体
障
害
者
福
祉
審

自･･1･小･1･小|･･1･φ･l･･1･･|･･自･･11･1･･|･･1･･1･･1･φ･1･･|･φ･1･･1･･1･･

一
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四
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１
Ｉ
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１
・
ａ
ｊ
１
四
ｊ
！
１
１

作

「
福
祉
制
度
の
全
般
的
洗
い
直
議
会
が
｛
今
後
の
身
障
者
福
祉

｝

作

と
を
求
め
る
提
言
を
発
表
。
を
進
め
る
た
め
の
方
策
」
答
申

｝

｛

・
・
・
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今
圧
は
国
際
障
ｆ
‥
片
≒
私
は
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
心
戦
が
悪
い
の

で
す

　

私
は
小
さ
い
こ
ろ
、
風
邪
を
ひ
い

た
り
熱
を
［
し
た
り
、
あ
ま
り
･
Ｖ
.
Ｔ
'

も
遥
ま
な
い
弱
い
Ｆ
供
で
、
病
院
に

行
っ
て
け
、
注
射
岑
］
毎
日
の
よ
う
に

し
て
お
け
さ
ん
も
体
の
休
ま
る
Ｉ

が
な
か
っ
た
と
μ
い
ま
す

　

そ
ん
な
心
日
の
く
り
返
し
の
中
で

私
は
幼
唯
園
、
小
学
校
ヘ
ヒ
准
み
ま

ず
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
私
の
足
に
も

異
常
が
出
て
い
る
こ
と
に
友
が
つ
き

わ
た
し
と
国
際
障
害
者
年

ま
す
小
さ
い
時
の
注
射
の
し
す
ぎ

で
、
大
腿
四
囲
筋
知
縮
症
と
い
う
病

名
も
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
群

　

学
校
で
、
話
ほ
の
び
り
ト
り
や
、

卵
介
の
晴
間
な
ど
、
お
友
心
が
楽
し

こ
飛
び
は
ね
て
い
る
の
を
皿
こ
私

も
い
っ
し
ょ
に
疋
り
川
り
た
い
な

あ
）
と
思
い
な
が
ら
、
反
吻
の
あ
と

を
Ｉ
生
け
ん
命
「
い
て
い
き
ま
す

　

も
う
私
は
六
圧
生
こ
の
加
に
は

修
学
脈
行
几
お
ほ
さ
人
も
い
っ
し

Ｌ
で
し
た
が
、
阿
Ｉ
に
先
生
や
な
達

小
六
青
木
栄
三
代
貿
ｊ

き
ま
し
た

　

私
に
と
っ
て
最
大
の
楽
し
み
で
あ

る
修
学
河
口
に
］
吋
け
た
と
い
う
こ
と

は
、
一
～
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
Ｉ
に

な
り
ま
し
た

　
　

呻
害
折
’
と
庶
間
は
さ
わ
ぐ
け

れ
ご
．
外
部
か
ら
μ
え
る
呻
害
は
だ

れ
に
で
も
わ
か
る
‐
れ
ど
、
内
部
£
-

Ｉ
弓
も
た
く
さ
ん
い
る
嘔
を
わ
か
っ

て
こ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
け
っ

き
ょ
く
、
テ
レ
ビ
や
本
ご
と
り
１
　
　
げ

て
い
る
呻
~
-
"
w
は
外
部
啼
Ｉ
鳶
ぱ
か

の
協
力
で
、
行
っ
て
東
る
こ
と
か
で
り
で
、
内
部
障
Ｉ
西
の
こ
と
を
理
解

し
て
い
て
こ
れ
な
い
の
で
し
た
ら
．

　

私
は
、
障
Ｉ
な
ど
に
負
け
な
い
、

心
の
種
い
人
と
な
り
、
や
が
て
障
Ｉ

を
な
で
し
て
、
み
ん
な
に
そ
れ
か
．
わ

か
っ
て
も
う
ｘ
る
ぢ
り
に
、
ｋ
ご
か

け
た
い
の
で
す
み
ん
な
が
協
力
し

て
ほ
し
い
の
て
す

　
　

完
全
参
川
と
ダ
作
．
ダ

　

こ
の
意

味
を
、
　
　
人
で
も
多
ヽ
の
人
に
わ
か

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す

　

（
介
国
心
臓
病
の
．
Ｐ
供
を
守
る
余

磯
関
紙
’
心
臓
を
守
斤
二
．
八
り

■
w
r
-
扱
す
い
転
載
｀
・

一
▼
冊
．
．
臨
調
の
部
余
邨

イ
‥
か
で
ぞ
ろ
い
、
や
う

は
り
医
９
・
福
祉
切
り

捨
て
と
患
西
の
黙
り
を

か
っ
て
い
ま
す
▼
じ
川

木
の
基
本
答
申
に
㈲
□

て
作
笑
か
は
じ
ま
り
ま
す
司
忠
行

団
体
も
こ
れ
か
ら
が
。
止
念
場
と
な
り

そ
う
で
す
▼
読
>
ｃ
の
皆
さ
ん
の
ぶ
を

お
侍
ぢ
し
て
い
ま
果
怒
り
の
声
を

▼
誌
代
の
切
り
詩
え
時
明
に
な
り
ま

し
た
。
令
患
連
‐
座
ま
で
、
で
き
る

だ
け
一
江
分
ご
人
Ｉ
、
だ
さ
い

　　　　　　　　　お申し込みは各都道府県患者同盟ヘー－-

　　●　　　　　　　　　　　　　　　　または東京都清瀬市松山2-13-12
　　●　　　　　　　　　　　　　　　　日本患揖il盟総務部(郵便馴Ｊ２０４)

碧海の　　

へ送料をそぇてぉ申込みください
　　　　　　　　　　　　　(200円以ﾄﾞの切T,でぉ願いします｡)

サナノヽﾜｳﾑでなにが
三柏園事件記録編纂委員会編/労働旬報礼刊　E柏園事件物語禁昌

,?い海、縁濃い山に囲まれた療養所が、警官を導入し　の金字塔〈J.相応lげﾄ〉のだたかいと勝利への原動力
患者をほぉり出して閉鎖された。そして、それに抗議　はf･IJかを明らかにして.'Mlの臨調＝福祉見直し路線
した入を逮捕した。本,1μよ，朝II訴訟と躯ぶ患者運動　から国民の生活と健康を守るものは何かを問いかける。

　　　　

全患連加盟組織

＜互療会＞

〒105港区新橋5 －14一一12

　　　　　　　　　　　

大幸ビル２階

　　　

a 0 5 C^i?")5 5 14

＜全国交通労働災害対策協議会＞

〒1/1豊島区西池袋レー‥４－５

　　　

雪Ｏろ（Ｗ> 　7　i 6　1

＜全国腎臓病患者連絡協議会＞
〒161新宿区下落合ろ一一15 -29

　　　　　　　　　　　　　

田沼ビル

　　　

雷０５（95D5540

＜全国心臓病の子供を守る会＞
〒101千代旧区神田北東物町M

　　　　　　　　　　　　　

北東ビル

　　　

雷ｏろ(256) 8 4 2 4

＜全国ハンセン氏病患者協議会＞

〒叩東村山「卜青業町４リー－10

　　　

a 0 4 2 5 C94) 15 7 1

＜全国職業性有害物障害患者協議会＞

〒105港区βi新橋２

　

２１－５

　　　

雪０５－（45D 2 0 8 2

＜日本患者同盟＞

〒即清瀬巾松山2一一15 -12

　　　

≪0424 (91) 0058

＜慢性一酸化炭素中毒患者会＞

〒151渋谷Lく千駄ヶ谷1 -31　５

　　　　　　　　　　　

代々木痢院内
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